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元気な頃のマスターフロ(左 から2人 目)。吉祥の印として米 を額につける。(1992年)

変わるネパールと
変
わ
ら
ぬ
ネ
パ
ー
ル

みなみ ・まきと1961年 、札幌生まれ。筑波大学大学院修了。専

門は文化人類学 、南アジア研究。主要共著/『 エスノ ・サイエン
ス』(京 大出版会2002年)、 『文化の生産』(ド メス出版1999

年〉、『アジア読本ネパール』(河 出書房新社1997年)な ど。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
暮
ら
す

　
身
内

の
死
ほ
ど
辛

い
こ
と
は
な
い
。
私

が
調
査
す
る

マ
ガ
ー
ル
人

の
村
で
、
第
二

の
父
親

の
よ
う
に
尊
敬
し
て
き
た

マ
ス
タ

ー
プ

ロ

(先
生
爺
さ
ん
、
以
下
プ
ロ
)
が

亡
く
な

っ
た
。
彼
の
死
は
、
私
に
そ
れ
ま

で
の
開
発
援
助
観
を
変
え
さ
せ
る
ほ
ど
衝

撃
的
だ

っ
た
。

　

一
九
九
八
年
、
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
村

に
は
、
病
に
ふ
し
た
プ
ロ
が
い
た
。
老
人

に
よ
く
あ
る
前
立
腺
肥
大
で
、
手
術
費
が

工
面
で
き
ず
二
か
月
が
経

つ
。
早
速
、
首

都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
大
学
病
院
に
連
れ
て
行

き
、
治
療
す
る
こ
と
に
す
る
。
付
き
添

い

は
四
男
の
テ
ク
だ
。

　
幸

い
手
術
は
成
功
し
た
。
だ
が
、
そ
の

三
日
後
プ
ロ
は
急
死
す
る
。
そ
れ
は
次

の

よ
う
な
経
緯
に
よ
る
。
テ
ク
は
医
者
か
ら

手
術
後

「今
晩
か
ら
食
事
を
あ
げ
て
よ
い
」

と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
病
棟
の
看
護
師

に
伝
え
ず
、
食
事
の
再
開
が

一
日
遅
れ
た
。

術
後
二
日
目
、
プ
ロ
に
排
便
が
な
く
、
医
者

か
ら
涜
腸
の
指
示
が
で
る
。
テ
ク
は
洗
腸

を
院
外
の
薬
局
か
ら
買

っ
て
き
た
が
、
そ

れ
を
机
に
置
き
看
護
師
に
何
も
言
わ
な
か

っ
た
た
め
、

一
日
放
置
さ
れ
た
。
遅
れ
て

行
な
わ
れ
た
洗
腸
後
、
プ
ロ
は
ベ
ッ
ド
脇

で
排
便
中
に
気
張

っ
て
い
て
呼
吸
困
難
に

陥
り
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

　

テ
ク
を
責
め
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
私

の
無
念
は

「
便
秘
で
死
ぬ
と
は
何
事
か
」

マス ターブ ロの死

第4回

国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授

写
真
・
文
　

南
真
木
人

で
あ

っ
た
。
だ
が
、
こ
の
馬
鹿
ら
し
い
ほ

ど
の
悲
劇
が
ネ
パ
ー
ル
の
現
代
を
象
徴
し

て
い
る
。
じ
つ
は
、
治
療
が
後
手
に
ま
わ

っ
た
の
は
、
テ
ク
と
看
護
師

の
問
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立

っ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
首
都
に
住
み
近
代
的
な
知

識
を
身
に
つ
け
た
看
護
師
は
、
テ
ク
を
要

領
の
得
な
い

「村
人
」
と
見
下
し
、
逆
に

テ
ク
は
看
護
師
の
言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
ず
、
看
護
師
が
自
分
を
馬
鹿
に
し
て
い

る
と
不
信
感
を
抱

い
て
い
た
。
同
じ
ネ
パ

ー
ル
語
で
も
、
看
護
師
が
使
う
洗
練
さ
れ

た
話
法
と
、
「村
人
」
の
冗
長
な
話
法
は
か

み
合
わ
ず
、
会
話
に
な
ら
な

い
の
だ
。

日
本
で
も
、
医
療
関
係
者
と
患
者
の
関

係
は
対
等
と
は

い
い
が
た
く
、
医
者
の
説

明
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、

ネ

パ
ー

ル
の
そ
れ
は

レ
ベ
ル
が
違
う

。

「村
人
」
と
都
市
住
民
と

の
間
に
は
、
不
均

衡
な
教
育
や
開
発
、
都
市
的
経
験
の
格
差

に
よ
り
文
化
的
な
断
絶
が
あ
る
の
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、「村
」
の
開
発
に
環
境
問
題

な
ど
近
代
の
負
の
側
面
を
勘
案
し
て
い
る

余
裕
は
な
い
。
「村
」
に
近
代
化
を
物
量
作

戦
で
投
入
し
、
こ
の
構
造
を
変
え
な

い
限

り
悲
劇
は
続
く
の
だ
。
プ
ロ
の
死
を
契
機

に
私
は
、
現
金
を
渡
す
こ
と
を
躊
躇
し
た

り
、箱

モ
ノ
援
助
に
批
判
的
な
"良
心
的

"

N
G
O
の
発
想
は
、
ナ
イ
ー
ブ
過
ぎ
る
の

で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

つ
た
。
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